
平
成
十
九
年
十
一
月
二
日
提
出

質

問

第

一

八

四

号

社
会
保
険
庁
職
員
の
賞
与
返
還
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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社
会
保
険
庁
職
員
の
賞
与
返
還
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

二
〇
〇
七
年
十
月
三
十
一
日
、
国
民
の
年
金
記
録
が
ず
さ
ん
に
管
理
さ
れ
て
い
た
問
題
（
以
下
、
「
年
金
記
録
問
題
」
と
い

う
。
）
に
対
す
る
第
一
義
的
責
任
等
を
含
む
事
実
関
係
に
つ
い
て
検
証
す
る
年
金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
の
調
査
結
果
（
以

下
、
「
調
査
結
果
」
と
い
う
。
）
が
公
表
さ
れ
、
増
田
総
務
大
臣
に
最
終
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
「
調
査
結
果
」
の
内
容
と

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
一
二
三
号
）
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
七
五
号
）
を
踏
ま

え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
調
査
結
果
」
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
年
金
記
録
問
題
」
に
対
す
る
第
一
義
的
責
任
は
誰
に
あ
る
か
と
の

質
問
に
対
し
て
、
年
金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
で
の
調
査
結
果
が
ま
だ
出
て
お
ら
ず
、
政
府
と
し
て
は
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
て
適
切
に
判
断
し
た
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
調
査
結
果
」
が
公
表
さ
れ
た
今
、
「
年
金
記
録
問
題
」
の
第

一
義
的
責
任
は
誰
が
負
う
べ
き
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
年
金
記
録
問
題
」
を
受
け
、
社
会
保
険
庁
で
は
現
職
職
員
全
員
に
は
本
年
夏
の
賞
与
の
返
上
を
求
め
、
既
に
退
職
し
た

職
員
に
対
し
て
は
現
職
職
員
が
返
上
す
る
額
と
同
程
度
の
寄
付
を
求
め
る
処
置
（
以
下
、
「
処
置
」
と
い
う
。
）
が
と
ら
れ

一



て
い
る
中
で
、
歴
代
厚
生
省
・
厚
生
労
働
省
の
事
務
次
官
の
一
部
（
以
下
、
「
一
部
の
事
務
次
官
」
と
い
う
。
）
が
今
な
お

寄
付
に
応
じ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
寄

付
を
行
う
か
否
か
は
、
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
歴
代
厚
生
労
働
事
務
次
官
等
が
個
人
と
し
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
」
「
歴
代
厚
生
労
働
事
務
次
官
等
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、
個
人
と
し
て
の
行
為
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
氏
名

を
公
表
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
、
「
処
置
」
に
応
じ
な
い
「
一
部
の
事
務
次
官
」
の
氏
名
を

公
表
す
る
こ
と
も
な
く
、
「
処
置
」
に
応
じ
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
な
い
と
の
考
え
を
政
府
は
示
し
て
い
る

が
、
「
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
「
年
金
記
録
問
題
」
の
責
任
に
つ
い
て
、
歴
代
社
会
保
険
庁
長
官
を
始
め
と
す
る
同
庁
幹

部
の
責
任
が
最
も
重
い
と
し
、
ま
た
厚
労
省
の
事
務
次
官
を
筆
頭
に
関
係
部
署
の
幹
部
職
員
に
も
重
大
な
責
任
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
「
処
置
」
の
目
的
が
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
い
う
「
年
金
記
録
問
題
に
対
す
る
反
省
と
同
庁
の
業
務
等
の
改
革

へ
の
姿
勢
を
示
す
」
こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
、
政
府
と
し
て
「
一
部
の
事
務
次
官
」
に
「
処
置
」
に
応
じ
る
こ
と
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

歴
代
厚
生
大
臣
及
び
厚
労
大
臣
に
対
し
て
も
「
処
置
」
と
同
様
に
給
与
・
賞
与
の
返
還
を
求
め
る
考
え
は
な
い
か
と
の
質

問
に
対
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
社
会
保
険
庁
を
指
導
し
、
監
督
す
る
責
任
を
負
う
の
は
、

二



第
一
義
的
に
は
同
庁
長
官
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
歴
代
厚
生
大
臣
等
に
対
し
、
寄
付
等
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
」
「
御
指
摘
の
『
処
置
』
は
、
社
会
保
険
庁
と
し
て
の
年
金
記
録
問
題
に
対
す
る
反
省
と
同
庁
の
業
務
等
の
改

革
へ
の
姿
勢
を
示
す
意
味
で
、
社
会
保
険
庁
長
官
が
同
庁
職
員
等
に
対
し
理
解
と
賛
同
を
お
願
い
し
た
も
の
で
あ
り
、
お
尋

ね
の
歴
代
厚
生
大
臣
等
に
対
し
、
同
様
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

「
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
歴
代
厚
労
大
臣
に
も
組
織
上
の
統
括
者
と
し
て
の
責
任
は
免
れ
な
い
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
、
歴
代
厚
生
大
臣
及
び
厚
労
大
臣
も
給
与
・
賞
与
の
返
還
等
、
「
処
置
」
と
同
様
に
何
ら
か
の
対
応
を
と
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

五

「
調
査
結
果
」
で
は
、
歴
代
社
会
保
険
庁
長
官
及
び
同
庁
幹
部
、
厚
生
事
務
次
官
及
び
厚
労
事
務
次
官
、
厚
生
大
臣
及
び

厚
労
大
臣
の
「
年
金
記
録
問
題
」
へ
の
責
任
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
名
は
挙
げ
ら
れ
て
お
ら

ず
、
結
局
誰
が
「
年
金
記
録
問
題
」
の
第
一
義
的
責
任
を
負
う
か
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
内
閣
の
長
で
あ
り
、
ま
た
行

政
の
長
で
も
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
は
、
歴
代
厚
生
大
臣
及
び
厚
労
大
臣
、
厚
生
事
務
次
官
及
び
厚
労
事
務
次
官
、
社
会
保
険

庁
長
官
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
者
が
そ
の
任
に
就
い
て
い
る
時
に
ど
れ
だ
け
年
金
の
記
録
漏
れ
が
発
生
し
て
い
る
か
を
調

査
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
改
め
て
「
年
金
記
録
問
題
」
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
初
め
て

三



「
年
金
記
録
問
題
」
の
再
発
防
止
及
び
解
決
に
向
け
て
の
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
福
田
康
夫
内
閣
総

理
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


